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D  1 だんらん空間のあり方に関する研究（戸建住宅の場合）

一 第３報　集合住宅の場合との比較一

奈良女大家政　○太田さち　國嶋道子　梁瀬度子　磯田憲生

巨  a勺 ：だんらん空間のあり方に関する研究の一環として，本研究では，戸建住宅を
対 象と して 調 査を 行い ， 主婦 の意 識 や家 族 の生 活時 間 ・行為 が.   だ ん らん の実 態 にど のよ

う に影 響 して い るかを 検 討し て いる 。第1  縦 で は， 主 婦の だん ら んに対 す る 考え 方や そ の

空間 の 実態 に つい て， 第 ２幸
百
は，生 活 行為 表か ら 見た だん ら んの 実態 に つい て 報告し た。

本 報で は， 生 活時 間 ・行 為 の面 か'<b見 た だ んら ん の実態 につ い て分 析し ， 既 に報 告し た集

合住 宅 の場 ぷ）と の比較 を 行っ た。

方 一包な ： 前報 と同 様 。す な わち， 奈良 県下 の一戸 建 住宅を 対 象 とし ，主 な 内容 は,  1 ）

生 活に 対 する 意識 及び 実 態. 2 ） だ んら んに 対 する 意識 及び 実 態，3  ) だ ん ら ん 空間 に対

す る意 識及 び 実態 ，4) だ ん らん 空間 の 雰囲 気 の主 観的 評価で あ る 。

糸吉 丿艮 ： 第 ２報 と同 様， 生活 行 為表 により, だ んら ん の実 態に つい て 分析 を行 っ たと

ころ ， 取り 上 げ た〈 Ｌ 空間 ＞〈 Ｄ 空間 ＞〈 ＬＤ 空 間 ＞＜Ｌ ＤＫ 空間>  ＜L  - 隣 室 空 間 ＞の

全て に おい て ，集 合 住宅 の方 が そろい や すい 傾向 に ある 。そし て ， 集合 住 宅の 方が ， 意識

上 のだ ん らん時 間 や夕 食 にそ ろう 頻度 ， 世帯主 の帰 宅時間 等 と相 関 が見 ら れる 割合 か高 か

っ た。 こ れら は， 戸建 住 宅と 集合 住 宅の 広さ や平 面プ ラン の違い ，隣 室 の 持つ 意味 の 違い

等に よ る もので あ る と考え ら れる 。 その他 ， 行為 等に よ る比較 検 討 も行 っ た。
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